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2 0 2 5 - 2 6 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー メ ッ セ ー ジ  

「 よ い こ と の た め に 手 を 取 り あ お う 」  

2 0 2 5 - 2 6 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 親 睦 が 原 点 」  

 

週  報  第 ２ ８ ２ ５ 回  

 ２ ０ ２ ６ 年 ２ 月 １ ３ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

テーマ：やきもの「染付け・呉須」について 

担  当：ロータリー財団委員会   卓話者：永田勝久会員 

テーマ：クラブ協議会  

担 当：会長・幹事  
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ８ ２ ４ 回 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  市 原 正 男  

 
「 君 が 代 」  「 奉 仕 の 理 想 」  斉 唱  
 

お 客 様  
 
社 会 福 祉 法 人  翠 耀 会  

 理 事 長   津 川 恵 美 子 様  
高齢者複合ケア施設グリーンヒル八千代台 

 施 設 長   日 高 和 枝 様  
 課  長   大 竹  暁 様  

栄 養 課  調 理 チ ー ム リ ー ダ ー  小 川 洋 子 様  
社 会 福 祉 法 人  八 千 代 市 社 会 福 祉 協 議 会  

相 談 支 援 課   課  長   河 島 和 城 様  
 主 査 補   安 原 滋 克 様  

    常 務 理 事 ・ 事 務 局 長  村 田 和 子 様  
 
会 長 挨 拶      会 長  中 島 貞 好  

 
 来週、１２グループでボウリング大会を開催いたし
ます。すでに数多くの方にご出席をいただく予定と
なっております。ロータリークラブでは、各地でボウリ
ング大会を行っているところも多いようですが、私は
このクラブに来てから、たぶん今回が初めての参加
になると思います。ボウリング大会は、ゴルフ大会と
違って、より多くの方が参加できるのが特徴です。八
千代からの参加者は１４名です。この中でマイボー
ルを持っている方、いらっしゃいますか？私も少しイ
ンターネットで調べてみたのですが、「スコアが安定
するコツ」というのがありました。今後、皆さんもボウリ
ングをやる機会があると思いますので、「自分はどう
かな？」と思いながら聞いてみてください。 
まず一つ目。 

強く投げるほど、ボールは曲がります。 
力を入れると、ガーターに行ったり、1 番ピンに当た
らなかったり、結構ありますよね。正解は「転がすイメ
ージ」で、一定のスピードで投げることだそうです。狙
うのは 1 番ピンではありません。レーンの手前、スパ
ットと呼ばれる三角形の黒い印があります。そこのど
こに通すか、立つ位置によって真ん中を通すのか、
２番目・３番目を通すのかが決まります。遠くのピンを
狙わず、そのスパットだけを見て投げる。結果として
1 番ピンに当たる、というわけです。だいたい皆さん、
ピンを見て投げますからね。 
次に、ボウリングはリズムが命です。 
皆さん、何歩で投げていますか？通常は５歩が理想
だそうです。ちょこちょこ歩く人もいますが、基本は５
歩です。 
そして指の離れる順番は？ 
最初に親指が抜けて、次に薬指、中指。中指が最後
です。プロボウラーは、この最後の２本の指で投げる
ことで、フックボールのように大きく曲げます。中に
は、親指を入れずに、２本の指だけで投げるプロボ
ウラーもいるそうです。 
スコアについてですが、 
初心者は 70〜100、 
中級者は 100〜130、 
上級者は 150 以上。 
プロになると 200 以上と言われています。 
この中で「150 以上、自分は上級者だ」と思う方はい
らっしゃいますか？かつてハマった方は相当うまくな
って、200 くらい出る方もいるんじゃないかと思いま
す。ぜひ来週のボウリング大会、参加希望の方、ま
た参加したいという方は、幹事の方までお声がけく
ださい。 
本日はこのような会長挨拶とさせていただきます。楽
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しんでいただけましたでしょうか。 
 
幹 事 報 告       幹 事  朝 戸 健 夫  
 
・ ガ バ ナ ー 月 信 に ユ メ セ ン の 表 彰 、 米 山 表
彰 で 石 渡 会 員 が 掲 載 さ れ て い ま す 。  
・ １ ３ 日 １ ２ グ ル ー プ 対 応 の ボ ー リ ン グ 大 会 が
開 催 と な り ま す 。  
・ ３ / ７ プ ラ モ デ ル 同 好 会 開 催  
・ ２ / １ ３ 理 事 会 開 催  
 

お 客 様 挨 拶  
 

八 千 代 市 社 会 福 祉 協 議 会  
常 務 理 事 ・ 事 務 局 長  村 田 和 子 様  

 
社会福祉協議会の村田と申します。日頃より、社会

福祉協議会の活動に対しまして、八千代ロータリーク
ラブの皆さまには多大なるご支援を賜り、誠にありがと
うございます。また、昨年 12 月には、当会ふらっとホー
ム大和田、緑が丘ほっこりに多大なるご寄付を賜り、心
より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。さ
らに、当会理事としてご就任いただいております橋本
理事、そして社会奉仕委員長の佐野様におかれまし
ては、実際の活動現場にもご足労いただき、当会の活
動に深いご理解を賜りましたこと、重ねて感謝申し上
げます。このような貴重な機会を設けていただきました
ことにも、心より御礼申し上げます。本日はどうぞよろし
くお願いいたします。 
 
社 会 福 祉 法 人  翠 耀 会  

 理 事 長   津 川 恵 美 子 様  
 

私たちは社会福祉協議会の皆さまのご協力をいた
だきながら、八千代台グリーンヒルにおきまして、ふら
っとホーム子ども食堂として運営をさせていただいてお
ります。2019 年に開始し、現在５年、６年が経とうとして
いるところでございます。開始当初は、高齢者の方の
ご利用が非常に多かったのですが、最近では子どもた
ちの数もだいぶ増えてまいりまして、毎週火曜日の夕
方５時半から、とてもにぎやかに開催しております。 
このふらっとホーム、いわゆる「食堂」は、社会的には
「こども食堂」という呼び方が分かりやすいかと思いま
すが、八千代台グリーンヒルでは、子どもに限らず、小
さなお子さんから高齢者の方まで、世代を問わない
「居場所づくり」として取り組んでおります。事業として、
地域に根付いてきたのではないかと感じております。
「こども食堂」というと、貧困といったイメージを持たれる
こともありますが、実際には、本当にさまざまな方の居
場所として定着しております。以前は週２回実施してお
りましたが、現在は週１回の開催となっております。そ
れでも毎回、100 名近い方にお越しいただいておりま
す。昨年のクリスマスの時期には、クリスマス会として約
１４０位の方にご参加いただきました。本当に、にぎや
かで楽しい場所になっておりますので、ぜひ機会がご

ざいましたら、足を運んでいただければと思います。最
後になりますが、日頃よりロータリークラブの皆さまには
大変お世話になっており、現在、地元の冊子の 19 ペ
ージと 24 ページに掲載をさせていただいております。
後ほどご覧いただけましたら幸いです。本日は、この
後、小川栄養士の方からも楽しいお話が聞けるかと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

委 員 会 報 告  
 

橋 本 幹 雄 会 員  
 
 社会奉仕委員長の佐野さんからの“ご指名”を受け
まして、私の方から少しお話をさせていただきます。本
日、托鉢をさせて頂きます。子ども食堂の活動につい
てご理解・ご賛同いただけました方からで結構ですの
で、ご協力をいただけましたら幸いです。 
 
本日の托鉢は 45,000 円でした。皆さまのご支援に感
謝申し上げます。社会福祉協議会を通して、こども食
堂に贈呈致します。 
 

佐 々 木 俊 一 会 員  
 
 ４/１１～１２に源右衛門まつりが開催されます。皆さ
まのご協賛をよろしくお願い致します。 
 
お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 山 﨑 会 員  
結 婚 記 念 日 ： 佐 野 会 員  
 

例 会 行 事    
社 会 奉 仕 委 員 会     委 員 長  佐 野 忠 信  
 
 本日はふらっとホーム開始の契機と現状の活動の
テーマでお話を頂きます。よろしくお願い致します。 
 
テ ー マ ： ふ ら っ と ホ ー ム 開 始 の 契 機 と  

現 状 の 活 動  
卓 話 者 ： 社 会 福 祉 法 人  翠 耀 会  

高齢者複合ケア施設グリーンヒル八千代台 
栄養課 調理チームリーダー小川洋子 様 

 
わたくし達は、共生カフェ「ふらっとホームグリ

ーンヒル」を開催しております。まず初めに、私ど
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も社会福祉法人翠耀会について、簡単にご紹介
をさせていただきます。社会福祉法人翠耀会は、
福祉・介護サービスを必要とされる方々が、それ
ぞれのニーズに応じて、心身ともに健やかな生
活を送ることができ、また社会・経済・文化など、
あらゆる分野で活動していけるよう、さまざまな形
態のサービスを展開し、支援を行っている法人
です。昭和 56 年、八千代市第一号の特別養護
老人ホームとしてグリーンヒルを開設し、こちらを
法人本部として運営してまいりました。その後、
平成 19 年には、グループ発祥の地である八千
代台に、高齢者複合ケア施設グリーンヒル八千
代台を開設しております。また、平成 18 年から
は、八千代市より委託を受け、八千代台地域包
括支援センターを運営し、地域で生活される高
齢者の皆さまが、安心・安全に暮らし続けられる
よう支援を行っております。さらに、平成 28 年に
は、障がいのあるお子さまやそのご家族に対し
て、質の高い支援を提供することを目的に、放
課後等デイサービスグリーンヒルキッズを開設い
たしました。平成 30 年には、義務教育修了後の
児童を対象に、社会的・精神的自立を支援する
自立援助ホームグリーンヒル若葉ハウスを開設
しております。このように、高齢者の皆さまからお
子さままで、誰もが地域で安心して生活できる社
会を目指し、福祉の手を広く地域に伸ばしなが
ら、さまざまなサービスに取り組んでおります。な
お、当グループの成り立ちは、昭和 37 年、朝戸
健が八千代台地区に医療をとの思いで開設し
た朝戸医院に始まります。その志を受け継ぎ、
現在ではセント・マーガレット病院、特別養護老
人ホームグリーンヒルをはじめ、地域に根ざした
医療・福祉を展開しております。 

 
ふらっとホームの拠点となっております高齢

者複合型ケア施設グリーンヒル八千代は、地域
密着型介護老人福祉施設です。地域密着型介
護老人福祉施設とは、高齢者の方々が、住み慣
れた地域で、できる限り長く暮らし続けられるよう
支援することを目的とした施設です。地域との結
びつきを重視した運営が特徴となっております。
当施設では、原則として八千代市にお住まいの
方を対象にご利用いただいており、もともと住み
慣れた地域での生活を継続できるような支援体
制を整えております。身近な地域住民の方々と
の触れ合いを大切にしながら、新しい生活を続
けていくことが可能となっています。そのような地
域密着型施設である当施設には、地域交流ス
ペースが設けられております。施設の入り口を入
ってすぐの場所にあり、日常的に、ご利用者の
皆さまが地域のボランティアの方々とレクリエー
ションを楽しんだり、地域に向けたイベントを開
催したりしております。今回ご紹介するふらっと

ホームも、この地域交流スペースを活用して実
施しております。 

共生カフェふらっとホームグリーンヒルは毎週
火曜日の夕方５時半頃から、小学生のお子さん
からご高齢の方まで、さまざまな世代の方が集ま
り、一緒に食事を楽しんでいただいております。
私どもは、この取り組みを共生カフェと名付けて
おります。定義として、多様な人々が集まり、交
流を促進する場所として地域社会のつながりを
深めていくことを目的とした場です。多様性の尊
重、地域のつながり、居場所の提供があります。
一般的には「子ども食堂」とお伝えした方がイメ
ージしやすいかもしれませんが、私どもはあえて
共生カフェと名付けています。その理由は、年
齢や立場、背景に関係なく、誰でも・いつでも・
気軽に立ち寄れる場所でありたい、そして「ここ
に来ていいのかな」と遠慮することのない、安心
できる居場所を目指しているからです。貧困や
対象を限定する場ではなく、運営しております。 

当初、大きな課題となっていた社会問題が、
主に三つございました。一つ目は、単身世帯の
増加です。特に、６５歳以上の単身世帯は、当
時すでに約 700 万世帯あり、現在では約 900 万
世帯にまで増えていると言われています。単身
で生活されていると、どうしても食事を一人でとる
機会が多くなります。また、高齢になるにつれ、
耳が遠くなってコミュニケーションが取りづらくな
ったり、足腰が弱くなり外出が億劫になったりと、
少しずつ人との関わりが減っていきます。その結
果、社会的孤立が生まれやすくなるという大きな
問題がありました。また経済的な困難では、お仕
事を引退された方も多く、年金生活の中で、生
活に不安を抱えていらっしゃる方も少なくありま
せん。そして、介護の問題です。年齢とともに介
護度が上がり、これまで当たり前にできていた生
活が、少しずつ難しくなっていく方も多くいらっし
ゃいます。このように、健康状態や生活環境が
変化し、社会的孤立が進む中で、本来であれば
支援が必要な方々の SOS が、周囲に届かない、
あるいは気づかれないという現状がありました。 

次の大きな課題が、ひとり親世帯の増加です。
ひとり親世帯となる主な要因は、約９割以上が離
婚によるものと言われています。離婚というと、以
前は少し社会的に遠慮されがちなイメージもあり
ましたが、現在では社会の受け止め方も大きく
変わり、決して珍しいものではなくなってきてい
ます。離婚そのものが悪いわけではありません。
ただ、ひとり親となったときに、どのような課題が
生じるか、という点が重要です。ひとり親世帯で
は、親と子どもが二人きりの生活となることが多く、
先ほどお話しした高齢者のケースと同様に、社
会的孤立が生まれやすい状況があります。また、
ひとり親世帯の約８割は母子世帯であり、そのお
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母さまたちの就労状況を見ると、約半数が非正
規雇用であると言われています。年収も 300 万
円に満たないケースが多く、子育てをしながら、
非常に厳しい生活を送られている方が多くいら
っしゃるのが現実です。その結果、経済的な理
由から十分な教育の機会を与えられなかったり、
仕事の都合で、子どもが夜遅くまで一人で留守
番をしなければならなかったり、一人で食事をと
る状況が生まれてしまうこともあります。ひとり親
世帯の増加は、子どもの健全な成長に関わる課
題であると同時に、貧困や生活の苦しさを「恥ず
かしいもの」と感じてしまい、助けを求めたくても、
うまく声を上げられないという現実にもつながっ
ています。 

最後の課題として挙げられるのが、認知症に
関する問題です。実は、認知症の患者数そのも
のが急激に増えているわけではありません。高
齢化が進む中では、ある程度避けられない側面
もあり、近年は皆さまの健康意識の向上や予防
の取り組みも進んでいることから、今後、患者数
自体は一定に保たれるのではないかとも言われ
ています。ただし、年齢を重ねる中で、誰にとっ
ても身近な課題として存在し続けるものであるこ
とに変わりはありません。この問題で特に大きい
のが、ご本人やご家族の不安です。行政や医療
機関からの情報発信も進み、「認知症」という言
葉自体は、社会の中で以前よりも広く知られるよ
うになってきました。それでもなお、誤解や偏見
が、残念ながら今も根強く残っています。そして、
認知症に関する大きな課題として指摘されてい
るのが、「空白の時間」の存在です。これは、医
療機関で認知症と診断されてから、実際に介護
や福祉のサービスにつながるまでの期間を指し
ます。現在でも、診断を受けてから、適切な介護
サービスにつながるまでに、平均で約１年半か
かっていると言われています。この約 1 年半の間、
ご本人やご家族は、不安を抱えたまま、過ごされ
ていることが少なくありません。さらにその不安は、
診断を受ける前、「少し様子がおかしいのではな
いか」と感じた、小さな違和感の段階から始まっ
ています。その小さな不安が、介護サービスに
つながるまで、長い時間を要してしまう現状が、
今もなお存在しています。 

この三つの課題に対しまして、私たちグリーン
ヒル八千代台は、どのような取り組みができるの
かを話し合ってまいりました。もともと社会福祉協
議会様のほうで、「ふらっとホーム」という取り組
みがすでに二か所で展開されておりましたので、
私どももその活動にぜひ参画させていただきた
いというお声かけをさせていただきました。また、
グリーンヒル八千代台は高齢者福祉施設として
成り立っておりましたので、私どもの力でお役に
立てることがあれば、という思いもございました。

そうした中で、皆様と手を取り合い、「ふらっとホ
ーム グリーンヒル八千代台」を立ち上げる運びと
なりました。 

私たちが目指しているのは、誰もが気軽に立
ち寄ることができ、みんなが笑顔になれる、心安
らぐ場所をつくることです。 

開設にあたり、役割分担を決めて取り組みを
進めてまいりました。八千代市社会福祉協議会
の皆様、そしてグリーンヒル八千代台が、ハード
面を担い、そこに八千代台地区のボランティア
の皆様が、まさに縁の下の力持ちとして関わっ
てくださいました。オレンジ色のエプロンを着け
ていらっしゃる方々が、ボランティアの「エプロン
さん」です。開設当初から現在に至るまで、約６
年間、毎週欠かさず活動を支えてくださっている、
本当に大切な存在です。プレオープンは令和元
年の 6 月・7 月、本格オープンは同年 9 月でし
た。当初は、まずこの取り組みを地域の皆様に
知っていただくこと、そして福祉の居場所として
浸透していくことを目的に、毎週火曜日と木曜日
の週２回開催しておりました。午後３時からはカ
フェや学習支援、１７時半からは「一緒に食べま
しょう」という形で食事の提供を行っていました。
食事の時間までの間は、カードゲームを通して
世代を超えて交流したり、学校の宿題をボランテ
ィアの方に教えてもらったりと、さまざまな関わり
が生まれていました。食事の準備では、エプロン
さんたちが盛り付けをする中で、「お手伝いした
い」と声を上げてくれた子どもたちが配膳を手伝
ってくれることもあり、子どもたちの成長の場とし
ても、とても有意義な時間だったと感じています。
開設当初は、周知を目的としてクリスマス会を開
催したり、ボランティア同士の声かけ、チラシの
配布などを通じて、広く皆様に知っていただく努
力を重ねてまいりました。開設当初の参加者の
状況は、参加者の約８割がご高齢の方やボラン
ティアの皆様でした。しかし、12 月にかけて参加
者数が大きく伸びていることからも分かるように、
徐々に地域に根付き、参加してくださる方が増
えてきたことを、私たちも大変うれしく思っており
ました。その矢先、新型コロナウイルス感染症の
流行により、食事提供を休止せざるを得ない状
況となりました。結果として、約 2 年 6 か月という
長い期間、休止することになりました。ただ、「お
休みだから何もしない」という選択はしたくありま
せんでした。ここまで築いてきた絆や思いが途
切れてしまうことが、何より残念だったからです。
そこで、近隣の学童施設への食材配布や、屋外
でのレクリエーション活動を行い、つながりを絶
やさないよう努めてまいりました。地域企業様か
らご提供いただいた食材を、学童や小学生のお
子さんたちに配布しました。学校が休校となり、
給食を食べられない子どもたちがいるのではな
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いかという企業様の思いから、ハンバーグやお
米などをご提供いただき、感染対策を徹底しな
がら、寒い日も暑い日も外でお届けしました。ま
た、グリーンヒル八千代台の駐車場の、風通しの
良い場所に学童の子どもたちを招き、ハロウィン
やクリスマス会などのイベントも実施しました。食
事提供ができない状況でも、交流の場が制限さ
れる中でも、「ふらっとホームは楽しい場所なん
だよ」ということを伝え続けることができた期間だ
ったと思っています。その後、コロナも徐々に落
ち着き、いわゆるウィズコロナ、アフターコロナの
取り組みが進む中で、令和 3 年 9 月より、テーブ
ルにパーテーションを設置した形ではありますが、
食事提供を再開いたしました。「待っていたよ」
「楽しみにしていたよ」という声をたくさんいただ
き、マスク越しでも皆様の笑顔の温かさを強く感
じたことを、今でもよく覚えています。コロナが落
ち着いてからの「ふらっとホームグリーンヒル八
千代台」では、我慢していた分、たくさん楽しい
ことをしようと、さまざまなイベントを積極的に行っ
ております。その中の代表的な取り組みの一つ
が、「八千代カレー」の参加です。こちらは、商工
会議所の皆様が中心となって行っているイベン
トで、八千代のバラの花にちなんだバラ肉と、八
千代の名産である梨を使ったカレーを、「八千代
カレー」として提供しようという取り組みです。特
に細かなレシピの決まりがありませんでした。そ
こで私たちは、近隣の小学生の皆さんに向けて、
「あなたが考える八千代カレーを作ってみません
か？」というテーマで、アイデアを募集することに
しました。今年で 3 年目になりますが、令和 5 年
は「あなたの夢の八千代カレー」、令和 6 年は
「大好きな人と一緒に食べたい八千代カレー」、
令和 7 年は「頑張るあなたを応援したい、元気あ
ふれる八千代カレー」というテーマで実施してま
いりました。毎回たくさんの応募をいただいてい
ます。実際に調理し、皆さんに 100 食ほど提供さ
せていただいております。どのカレーも見た目の
可愛さだけでなく、きちんとコンテスト形式で審
査を行っています。例えば、「頑張るあなたを応
援したい八千代カレー」では、誰を応援したいの
か、どんな思いで応援したいのか、将来の夢に
向かって頑張るお友達、毎日仕事を頑張ってい
るお父さんやお母さんなど、それぞれの思いが
込められていました。昨年の八千代カレーの際
には、NHK の午後 LIVE ニュースーンの生中継
が入りました。自分たちが一生懸命考えて作っ
たカレーが全国に放送されるという体験は、子ど
もたちにとっても、とても貴重で素晴らしい経験
になったのではないかと思っています。アイデア
を出してくれた子どもたち、そしていつも支えてく
ださっているボランティアの皆様にスポットライト
が当たったことを、私たちとしても大変うれしく感

じております。 
コロナ禍の頃から関わってくださっていた学

童の皆様とは、コロナが落ち着いた後も、さらに
深く絆がつながっております。現在では、ハロウ
ィンやクリスマスなど、季節ごとにイベントを立ち
上げ、毎回楽しい時間を一緒に過ごさせていた
だいております。こうしたイベントを重ねる中で、
学童を利用されているお母様方からの信頼も少
しずつ得ることができ、年々お子様の利用も増
えてまいりました。クリスマスパーティーではご近
所にいらっしゃるお料理名人の男性が、七面鳥
を焼いてくださっています。初年度は 1 羽だった
ものが、今年は４羽焼いていただき、すべて完売
御礼となりました。コロナ禍以降の参加者は大人
と子どもの割合が、ほぼ半々になっています。最
近では、夕方にお子様だけで、お友達同士ご飯
を食べに来る姿も見られるようになりました。それ
だけ地域のお母様、お父様方から信頼をいただ
けているのではないかと感じております。ただ、
参加者が増えるにつれて、さまざまな課題やトラ
ブルも出てまいりました。スマートフォンの使用
ルール、感染症対策、交通ルールなど、毎回の
ように新たな課題が生じ、その都度、後手後手
でルールを作ってしまったことは、反省点でもあ
ります。最初から想定してルールを決めておけ
ばよかったと思うこともありますが、その中で気づ
かされたのは、「ルールを決めたあとに、私たち
自身がぶれない環境づくりをしていくこと」がとて
も大切だということでした。多くの方が利用される
場だからこそ、誰もが気持ちよく過ごせる環境を
つくることは難しいですが、非常に重要なことだ
と感じています。また、子どもたちの事故防止も、
決して避けて通れない課題です。怪我ややけど、
食物アレルギーの誤食など、できる限り防ぎたい
ものではありますが、完全にゼロにすることは難
しい現実もあります。その中で私たちが学んだこ
とは、子どもたち自身が、困ったときに早く SOS
を出せること、そして自分で対応する力を身につ
けていくこと、それを私たち大人が支えていくこと
の大切さです。怪我は子どもにはつきものです。
だからこそ、「助けてください」と周りの大人にま
っすぐ言える環境づくりが、私たちの役割だと考
えています。食物アレルギーは毎回必ず掲示を
行っています。個別の特別対応は難しいため、
お子さん自身が判断する力を身につけることを
大切にしています。初めて利用する際に「アレル
ギーがある」と話してくれたお子さんには、この表
の前に一緒に立ち、「ここに書いてあるから、こ
れを見て、自分で食べられるもの、食べられない
ものを考えてみてね。困ったら、私たちに相談し
てね」と伝えています。このように利用者が増え
るにつれ、ありがたいことにご支援の輪も広がっ
てまいりました。地域の皆様、八千代ロータリー
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クラブの皆様から、たくさんのご支援をいただい
ております。本当にありがとうございます。いただ
いたご支援は、一人ひとりのご利用者様のため
に、しっかりと還元させていただいております。い
ただいたご支援は、イベントの開催など、活動費
としても大切に活用させていただいております。
ここで、共生カフェのあり方をお伝えするために、
ひとつだけ事例をご紹介させていただきます。
共働き家庭の負担軽減につながった事例です。
小学生のお子さんが、夕方以降、遅い時間まで
子どもだけで過ごしているご家庭がありました。
ふらっとホームに通いたい気持ちはあるものの、
道のりが不安であること、またお母様が仕事で疲
れていらっしゃるという状況がありました。そこで
対応として、ボランティアの方が学童から付き添
いをしてくださいました。また、お迎えが通常の
時間を過ぎてしまっても、夕食を個別に提供す
る対応を行いました。その後、お子さん一人でも
参加できるようになりました。さらに成長して高学
年になると、お友達を連れて参加するようになっ
ています。共生カフェは、お父さんお母さんがほ
っと一息つける場所であり、子どもたちが安心し
て過ごせる場所であり、そして誰もが安心して集
える場所として、これからも活動を続けてまいりま
す。最後に、私自身がこの資料を作成する中で
気づいたことがあります。利用者の人数が増える
につれて、いつの間にか「人数を増やすこと」自
体に目が向いてしまっていた部分がありました。
規模が大きいことがすごい、人数が多いことが評
価される、そう思ってしまっていたところも正直あ
ったと思います。しかし、改めて原点に立ち返る
と、大切なのは人数ではなく、「必要なサービス
が、必要な人にきちん届くこと」だと気づきました。
これからも、なるべく多くの方に、この安らげる場
で過ごしていただけるよう、そして一人ひとりに
寄り添う地道な活動を、丁寧に続けていきたいと
思っております。 

 
高齢者複合ケア施設グリーンヒル八千代台 

 施 設 長   日 高 和 枝 様  
 
もともと社会福祉法人は、朝戸健先生によって、

グリーンヒル本体を上高野の地に設立していただい
たことに始まります。その後、原点でもある病院のあ

った場所の近に、ようやく戻ってくることができた施設
です。そのため、やはり創設者である先生のお考え
のとおり、「どなたでも受け入れること」「重度の医療
が必要な方であっても、できる限り受け入れていきた
い」という医療と福祉に対する強い思いが、今も法人
の根底に流れています。現在、八千代台の施設で
は、医療機関としっかり連携を取りながら、重度の医
療が必要な方も、そして認知症の方々についても、
できる限り拒むことなく、安心して施設をご利用いた
だけるよう運営を行っております。これからも、創設
者の遺志をしっかりと受け継ぎ、グリーンヒル八千代
台は、地域密着の施設として、地域の皆様とともに
歩み続けていきたいと考えております。今後とも、ど
うぞよろしくお願いいたします。 
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☆ 本 日 の 卓 話 楽 し み で す 。 ☆  
杉 山 ・ 稲 山 ・ 三 井 啓 久 ・ 佐 久 間 ・ 池 田 ・ 江 頭  
浅 野 正 敏 ・ 鈴 木 健 治 ・ 君 塚 ・ 菊 川 ・ 江 口  
朝 戸 ・ 上 代 ・ 佐 々 木 ・ 中 島 貞 好 ・ 杉  
☆ 用 事 で 早 退 し ま す 。  上 村  
☆ 先 週 欠 席 し ま し た 。  山 﨑  
 
友 愛 B O X ～           ￥ 2 8 , 0 0 0 -  
 
☆ ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ﾋ ﾙ 八 千 代 台 ４ 名 と 社 会 福 祉 協 議
会 ３ 名 を 温 か く お 迎 え 頂 き 感 謝 し ま す 。 私
も 社 会 福 祉 協 議 会 理 事 と し て 本 日 の 会 場
設 営 に 尽 力 頂 い た S A A 並 び に ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ
委 員 の 活 動 の 一 助 に な れ ば 幸 い と 思 い 、
友 愛 B O X に 寄 付 を さ せ て 頂 き ま し た 。 本
日 の 卓 話 、 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。 橋 本  
☆ ８ ３ 歳 に な り ま し た 。  山 﨑  
☆ ４ ３ 回 目 の 結 婚 記 念 日 で す 。  

世 界 一 良 い 妻 で す 。  佐 野  
 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  
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